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学会彙報（平成15年4月～平成16年1月）

本年度は，会員の選挙によって選出された理事10名と会長委嘱の理事10名の計

20名の理事のもとで学会運営がスタートした。第 1回理事会（平成15年3月7日）

において，理事会を定期的に開催することは無理があるので，通常はEメール等を

活用して意見の交換をおこなうという方針にもとづいて理事会運営をおこなった。

6月10日 学会会報第 3号を発送

7月22日 教育学系内理事打合せ

出席理事：桑原（会長），谷川，堀，手打

第3回学会大会を教育学系の行事であるペスタロッチ祭とは切り離

し，大塚地区で開催する方向で検討することとした。

9月12日 全理事に第 3回大会の日程・会場案を提案し，了承を得る。

日程： 3月20日

会場：筑波大学学校教育部

10月10日 研究部会（学校教育部）

学会大会での研究部の取り組みについて協議した。

11月17日 全理事に第 3回大会の運営等について下記の提案をし，了承を得る。

1)大会実行委員会 委員長 堀 和郎理事

副委員長 江口勇治会員

2)大会シンポジウム（研究部企画）

テーマ：学校教育におけるリーダー教育の可能性と課題

12月15日 学会会報第 4号を発送

平成16年 1月末 学会大会自由研究発表申込み11件（個人10, 共同研究 1)

1月末現在の会員数 300名
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『筑波教育学研究』投稿規程

1. 投稿者は筑波大学教育学会会員であること。ただし依頼論文についてはこの

限りではない。

2 . 機関誌への投稿内容は，未刊行のものに限る。

3 . 論文の投稿は，原則として，ワードプロセッサを使用し，横書き， A4版用

紙 l頁あたり40字X30行で作成し，注および引用文献を含めて16,000字 (400

字詰め原稿用紙40枚相当）程度とする。

4. 原稿の締め切りは 9月末日とする。

5. 論文には英文タイトルを付記するとともに，邦文による400字程度のサマリ

ーを付す。

6 . 投稿にあたっては，原稿 3部，および MS-DOSテキストファイルに変換し

たフロッピー 1部を送付するものとする。原稿およびフロッピーは原則とし

て返還しない。

7. 研究論文とは別に，研究ノートの投稿も受け付ける。その際，規程 3-6項

に準拠する。

8. 図版等で特定の費用を要する場合，執筆者に負担させることがある。

9 . 原稿は，氏名（ふりがな，および英文表記），所属（ふりがな，および英文表

記），自宅住所（郵便番号，電話番号），利用可能な場合，ファックス番号，

メールアドレスを付記して，下記に送付するものとする。

記

〒305-8572

茨城県つくば市天王台 1-1 -1 

筑波大学教育学系教育哲学分野（宮寺晃夫研究室）内

筑波大学教育学会編集委員会
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編 集 後 記

『筑波教育学研究』第 2号をお届けします。

投稿論文は11編（研究ノート 1編を含む）で，掲載されたのは 9編です。依頼

した書評論文も 5編を掲載することができました。

創刊号に続く第 2号は，本学会誌の特徴や論文の質といった点で，今後の方向

性を大きく左右することになると考えられます。装丁一つをとっても，これを変

えるか継続するかで第 3号以降のかたちが決定的となります。そこで，編集委員

会としては，特に論文の査読に当たって，こうした今後のことも含めて採否の基

準となる「論文の質」の議論を慎重に行いました。幸い，創刊号の 6編を上回る

数の論文を採択でき，書評論文も 2編から 5編に倍増しての掲載となりました。

紙面としては充実したものになったと安堵しております。これも偏に，論考をお

寄せいただいた方々や編集にご協力いただいた方々のお陰によるものです。お礼

を申し上げます。

本号の内容が会員の方々の今後の研究活動の刺激となって，これまでにも増し

て多くの論考が投稿されることを期待しております。

（塚田泰彦）
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